
(11)

一

般

質

問

あいづばんげ議会だより第190号・平成30年７月25日発行

笑顔あふれる町づくりに努めます

三橋　　薫 議員

町づくりの姿勢を問う

問　
教
育
指
針
は
継
承
か
、

又
は
、
新
た
な
改
革
を
考

え
て
い
る
の
か
問
う
。

答
弁　
鈴
木
教
育
長

　
幼
小
中
教
育
指
針
は
、

継
続
し
ま
す
。

　
新
た
な
改
革
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
と
推
進
、

図
書
館
教
育
の
充
実
、
外

国
語
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
現
況
の
把
握
と
改
善
を

図
り
ま
す
。

指
針
を
継
承
し
つ
つ
改
革
に
取
り
組
み
ま
す

教
育
行
政
の
あ
り
方
と
考
え
方
に
つ
い
て
問
う

問　
町
長
が
考
え
る
町
の

未
来
像
を
伺
う
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
郷
土
」

が
町
の
未
来
像
で
あ
り
ま
す
。

　
「
町
民
が
暮
ら
し
や
す

さ
を
実
感
し
、
町
へ
の
愛

着
や
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、「
過
去
か

ら
未
来
へ
の
継
承
」「
町

民
と
と
も
に
つ
く
る
郷
土

の
創
造
」「
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
と
誇
れ
る
ま
ち
へ

の
進
化
」
を
柱
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

問　
国
道
周
辺
、
南
幹
線

周
辺
、
旧
街
中
周
辺
は
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
が
理
想

と
考
え
る
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
国
道
周
辺
は
、
広
域
交

通
軸
と
位
置
づ
け
、
商
業

施
設
、
流
通
業
務
施
設
や

沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
立

地
を
図
り
ま
す
。

　
南
幹
線
周
辺
は
、
都
市

交
通
軸
と
位
置
づ
け
、
医

療
・
福
祉
関
連
施
設
や
、

教
育
施
設
、
商
業
施
設
な

ど
の
地
区
の
生
活
利
便
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

立
地
誘
導
を
図
り
ま
す
。

　
旧
街
中
周
辺
は
、
中
心

拠
点
軸
と
位
置
づ
け
、
商

業
・
飲
食
施
設
、
オ
フ
ィ

ス
の
機
能
強
化
に
取
り
組

み
、
生
活
し
や
す
い
居
住

の
場
と
し
て
の
機
能
を
強

化
し
ま
す
。

問　
今
後
の
箱
物
建
設
の

計
画
と
進
め
方
を
問
う
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
役
場
本
庁
舎
を
優
先
し

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
体
育
館
を
計
画
し

財
政
の
健
全
化
と
整
合
性

を
図
り
進
め
ま
す
。

問　
理
想
の
部
活
動
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

答
弁　
舟
木
教
育
課
長

　
心
身
の
健
全
な
発
達
、

人
間
関
係
を
学
ぶ
重
要
な

活
動
で
あ
り
、
健
康
や
安

全
に
留
意
し
た
活
動
が
理

想
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　
部
活
動
に
お
け
る
教

員
の
負
担
軽
減
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

答
弁　
舟
木
教
育
課
長

　
平
日
２
時
間
、
休
日
は

３
時
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
又
、
外
部
か
ら
派
遣
指

導
員
の
招
へ
い
、
教
職
員

多
忙
化
解
消
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
多
忙

化
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　
町
民
の
健
康
意
識
改

革
に
つ
い
て

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
喫
煙
対
策
・
塩
分
摂
取

の
抑
制
、
肥
満
の
予
防
に

力
を
入
れ
ま
す
。

地区大会 陸上リレー

　Ｉ Ｃ Ｔ（Informat ion  and 
Communication Technology）とは、
情報通信技術の略。情報処理や通信
に関する技術、産業、設備、サービ
スなどの総称。
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一

般

質

問

あいづばんげ議会だより第190号・平成30年７月25日発行

問　
厳
し
い
財
政
状
況
の

元
、
町
長
の
描
こ
う
と
す

る
町
の
姿
と
は
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感

し
、
町
へ
の
愛
着
や
日
常

の
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

郷
土
」
で
あ
り
ま
す
。
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、
快
適
な
生
活
環

境
の
整
備
、
財
政
の
健
全

化
な
ど
の
課
題
に
、
真
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
町
の
財
政
状
況

は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ

る
町
税
の
減
少
、
普
通
交

付
税
の
減
少
、
高
齢
化
の

進
行
等
に
よ
る
扶
助
費
な

町
民
の
描
こ
う
と
す
る
町
の
姿
と
は

横山　智代 議員

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
郷
土
」
で
あ
り
ま
す

食
材
以
外
の
費
用
を
町
が
負
担
し
て
い
ま
す

子
育
て
世
代
の
応
援
と
し
て

　
「
学
校
給
食
」
の
一
部
助
成
を

ど
の
経
常
的
経
費
の
増
加

な
ど
、
財
政
の
健
全
化
が

急
務
で
あ
り
ま
す
。
国
・

県
補
助
金
を
は
じ
め
と
し

た
特
定
財
源
の
活
用
、
事

務
事
業
等
の
再
編
・
整
理
、

廃
止
・
統
合
、
効
率
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
委
託

事
業
等
を
見
直
し
、
人
口

が
減
少
し
て
も
疲
弊
し
な

い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、
住
民
が
活
力
と
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
の
目
標
に
向
け
た

多
角
的
な
取
り
組
み
を
進

め
、実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

住
民
へ
の
十
分
な
説
明
、

合
意
形
成
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
庁
舎
建
設
の
よ
う
な
大

事
業
は
、
多
大
な
財
政
負

担
を
負
う
こ
と
に
な
り
、

起
債
の
償
還
な
ど
後
世
に

負
担
を
残
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後

町
全
体
の
事
業
を
詳
細
に

予
測
し
、
綿
密
な
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
庁

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し

と
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
十
分
検
討
し
、
広
く

町
民
へ
周
知
・
説
明
を
行

い
、
合
意
形
成
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

問　
子
育
て
世
代
の
応
援

と
し
て
「
学
校
給
食
」
の

一
部
助
成
は
可
能
か
。

答
弁　
舟
木
教
育
課
長

　
近
隣
市
町
村
で
は
、
柳

津
・
三
島
町
が
１
／
２
補

助
、
金
山
・
下
郷
町
は
全

額
負
担
。
喜
多
方
市
も
負

担
実
施
の
見
込
み
で
す
。

　
本
町
は
調
理
や
運
搬
等
、

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費
用

を
町
が
負
担
し
、
食
材
費

は
保
護
者
負
担
と
し
て
お

り
ま
す
。

楽しい学校給食
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一

般

質

問

あいづばんげ議会だより第190号・平成30年７月25日発行

PFIやクラウドファディングなど他の財源を研究します

佐藤　宗太 議員

当町存続のために、
町ではどの分野に力を入れていくのか

問　
外
国
人
籍
の
人
口
推

移
は
。

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
平
成
25
年
か
ら
平
成
28

年
ま
で
は
世
帯
数
が
35
世

帯
前
後
、
人
口
約
60
人
程

度
で
推
移
し
て
い
た
も
の

が
、
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
79
世
帯
１
０
７
人
、

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

で
は
１
３
２
世
帯
１
６
４

人
、
６
月
１
日
現
在
に
な

る
と
１
６
１
世
帯
、
１
９

１
人
と
急
激
に
増
加
し
、

町
の
人
口
に
占
め
る
割
合

も
１
．２
%
と
な
っ
て
お

り
、
国
籍
別
で
は
ネ
パ
ー

ル
人
が
59
人
と
最
も
多
く
、

次
に
ベ
ト
ナ
ム
人
が
54
人
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
が
33
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
課
題
と
そ
の
対
応
は
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
外
国
人
労
働
者
が
増
加

し
て
い
る
背
景
と
し
ま
し

外
国
人
を
含
め
た
幅
広
い
人
材
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

労
働
人
口
減
少
へ
の
対
応
は

問　
町
の
存
続
の
為
に
町

で
は
ど
の
よ
う
な
分
野
に

力
を
入
れ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
町
の
存
続
と
は
町
が
財

政
破
綻
に
陥
る
こ
と
な
く
、

健
全
な
行
財
政
運
営
を
継

続
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

直
面
す
る
危
機
的
な
財
政

状
況
を
克
服
し
、
早
期
に

財
政
健
全
化
を
果
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
手
法
で
は
立
ち

行
か
な
い
社
会
の
変
化
も

あ
り
事
務
事
業
の
効
率
化
、

委
託
事
業
の
精
査
等
は
勿

論
、
経
営
と
し
て
の
視
点

を
重
視
し
な
が
ら
、
限
り

あ
る
資
源
の
有
効
活
用
や

Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
他
の
財

源
を
利
用
す
る
手
法
も
研

究
す
る
な
ど
、
社
会
変
化

に
適
応
し
た
自
治
体
経
営

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
よ
り

財
政
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
起
債
額
の
増
加
に
よ
り
、

建
設
完
了
年
度
に
将
来
負

担
比
率
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
、
起
債
の
償
還
が

開
始
さ
れ
る
と
実
質
公
債

費
比
率
も
高
く
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
等
の
社
会
的
要
因

に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
と
合
わ
せ
て
、
進
学

希
望
者
の
増
加
に
伴
う
職

種
に
対
す
る
指
向
の
変
化

に
よ
り
、
製
造
業
へ
の
就

労
が
減
少
し
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
ら
れ
、
外
国
人

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

ＰＦＩ（Private Finance Initiative）とは、民間資
本主導の略。公共施設等の建設、維持管理、運営等
を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用する
手法のこと。
クラウドファンディング（crowdfunding）とは、
crowd(群衆)とfunding（資金調達）を組み合わせ
た造語。特定の目的に必要となる資金をインターネッ
トを通じて、不特定多数に協力を募り、目的達成に
必要な資金を集める資金調達方法のこと。

が
現
状
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
外
国
人
労
働
者
は
就
労

し
て
い
る
期
間
は
町
内
で

生
活
す
る
町
民
で
あ
る
た

め
、
そ
の
経
済
活
動
は
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。 町に暮らす在日外国人との交流（日本語教室）
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問
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問　
採
用
氷
河
期
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
る
今
日
、
人

材
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い

る
か
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
公
務
員
の
受
験
者
数
は

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
種
に
よ
っ
て

は
民
間
企
業
や
他
市
町
村

と
競
合
す
る
場
合
も
有

り
、
人
員
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

地
元
出
身
者
や
、
地
元
高

校
な
ど
を
中
心
に
幅
広
く

Ｐ
Ｒ
し
、
人
材
の
確
保
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
か

小畑　博司 議員

今
後
と
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
す

問　
今
の
財
政
状
況
で
は

新
庁
舎
建
設
を
再
考
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、「
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
」
の
活
用

を
前
提
に
事
務
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
大
変

厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
体

的
な
事
務
事
業
の
見
直
し

と
と
も
に
、
新
庁
舎
建
設

を
行
っ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
策
定
し
、

今
後
の
方
向
性
を
明
確
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　
Ｊ
Ａ
が
モ
ミ
運
搬
事

業
を
来
年
か
ら
や
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
農
業
者
へ

の
支
援
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
Ｊ
Ａ
へ
事
業
の
継
続
を
、

農
業
者
の
意
見
と
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

問　
町
民
体
育
館
が
使
用

不
能
と
な
っ
た
今
、
利
用

者
の
利
便
を
ど
の
よ
う
に

は
か
る
か
。

答
弁　
舟
木
教
育
課
長

　
町
民
体
育
館
は
築
後
50

年
を
経
過
し
て
お
り
、
急

激
な
老
朽
化
に
よ
り
利
用

者
の
安
全
が
確
保
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
使
用
を
中

止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
種
団
体
に

大
変
に
不
便
を
お
掛
け
致

し
ま
す
が
、
小
・
中
学
校

の
体
育
館
な
ど
を
ご
利
用

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を

し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
体
育
館
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
体
育
館
利
用
者
の
利
便
を
ど
う
考
え
る

町民体育館の除却決定により解体費も財政を圧迫


